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巻◆頭◆言

昨年12月に『まち・ひと・しごと創生長期ビジョン』と
『まち・ひと・しごと創生総合戦略』が閣議決定されるなど、
政府において、人口減少の克服や地方創生に対し、積極的
な取り組みがなされている点を高く評価したい。人口減少
および少子・高齢化は、都市と地方の共通課題である。民
間の活力を活かしつつ、都市も地方もそれぞれの特性を発
揮しながら、車の両輪となって課題を克服するという観点
が必要であろう。
東京をはじめとする大都市は、わが国の経済のエンジン
であり、国際的な競争力を高め、国全体の経済をけん引し
ていくことが、当面の経済成長のためには有効である。
一方、地方においては、コンパクトシティ化の推進とと
もに、観光等の地域資源や地方大学の活用などにより、そ
の地方を支える産業を活性化し、雇用を創出して、若者が
住みたいと感じることができるまちづくりに取り組むこと
が必要だ。そのためには中心となる“人”をどう育てていく
かが重要なポイントであり、地方と都市との交流を図って
いくことが一つの方法ではないか。
経済同友会では、一昨年から宮城県女川町の役場・民間
企業の中堅若手の方々に、会員の所属企業で、一週間ほど
の研修を受けてもらう取り組みを行っている。女川では、
「わかもの」「よそもの」にまちづくりを任せるということで、
若い地元の人（わかもの）や地域外出身の若い人（よそも

の）が中心となって取り組んでいる。60代以上は口を出さず
に見守っていることもあり、地元女川町に戻った参加者は、
自分たちが地域を担っていかなければというマインドを
持って日々地元で頑張っていると聞く。一週間の研修で身
に付けられるスキルには限りがあるかもしれないが、マイ
ンドの部分で触発された何かを持ち帰っているのだろう。
一方、三菱地所グループではCSR活動として、山梨県
北杜市増富地域においてNPO法人と連携し、体験ツアー
を通じた耕作放棄地・荒廃森林の再生の取り組みを行って
いる。また、再生した棚田では酒米を育て、地元の酒蔵に
協力してもらい、純米酒「丸の内」を製造している。体験ツ
アーでは、グループの社員だけでなく丸の内エリアの就業
者、住宅事業のお客さまなども参加し、「都市と農山村が、
お互い元気になる社会」を目指して活動を続けている。
地方、都市はそれぞれさまざまな課題を抱えている。政
府も地方創生において、従来の一律支援の方向性を転換
し、頑張っている地方を応援するという方向性を打ち出し
ている。いくつかの成功事例を早く生み出し、それがモデ
ルケースとなって広く波及していくことを期待したい。
それには一時の大規模な取り組みも重要であるが、息の
長い取り組みとして、無理のない継続的な交流活動を通じ
て相互理解・相互協力を図っていくことも大切である。
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今月の表紙：シリーズ国花
【睡蓮／エジプト、バングラデシュ】
エジプトでは「太陽の花」と呼ばれ、古代遺跡にはツタ
ンカーメンに睡蓮が贈られた場面が描かれ、クレオパ
トラは睡蓮の香水を愛好していたと言われています。
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